


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































in Japan）私版本。復刻版は大 15 刊。
（亀井：昭２）亀井高孝翻字『天草本平家物語』岩波書店刊。
（土井：昭９）土井忠生著『近古の国語』（国語科学講座 31）明治書院刊。
（土井：昭 30）土井忠生訳『ロドリゲス日本大文典』三省堂刊。原本は、Arte da Lingoa
de Japam. ３巻１冊。（1604∼1608）イエズス会、長崎学林刊。
（渥美：昭 37）渥美かをる著『平家物語の基礎的研究』三省堂刊。
（亀井・阪田：昭 41）亀井高孝・阪田雪子（翻字）『ハビヤン抄キリシタン版平家物語』
吉川弘文館刊。（再版は昭 55）
（山下：昭 43）山下宏明著「平家物語百二十句本再考」、古典文庫『平家物語百二十句本』
四に所収の解説。
（汲古：昭 45）『百二十句本平家物語』慶応義塾大学付属斯道文庫蔵本の影印。汲古書院刊。
（29）
（山下：昭 47）山下宏明著『平家物語研究序説』明治書院刊。
（清瀬：昭 57）清瀬良一著『天草版平家物語の基礎的研究』溪水社刊。
（山下：昭 59）山下宏明著『平家物語の生成』明治書院刊。
（近藤：昭 60・7）早稲田大学中央図書館にて〈早大本〉を発見。
（小島：平６）小島幸枝著『キリシタン文献の国語学的研究』武蔵野書院刊。
（近藤ほか：平８、９）近藤政美ほか『平家物語〈高野本〉語彙用例総索引』（自立語篇）
（付属語篇）文部科学省助成出版、勉誠出版刊。
（近藤ほか：平 11）近藤政美ほか『天草版平家物語語彙用例総索引』文部科学省助成出
版、勉誠出版刊。
（近藤：平 20）近藤政美著『天草版平家物語の原拠本、および語彙・語法の研究』和泉
書院刊。
（小林：平 21・10）上項の近藤著『天草版平家物語の原拠本、および語彙・語法の研究』
に対する小林千草氏の書評。『日本語の研究』第５巻４号掲載。
注記
１）（小林：平 21・10）
２）金葉和歌集 第五番目の勅撰和歌集。白河上皇の院宣で源俊頼（平安後期の歌人）
の撰。大治２年（1127）成立。
３）（亀井・阪田：昭 41）
４）（近藤ほか：平 11）
５）『天草版平家物語』大英図書館蔵、原本・影印本（勉誠社文庫７・８）。原本はロー
マ字綴りである。（近藤ほか：平 11）
６）（山下：昭 47）
７）（井上・鎌田の論文）
（佐藤：昭 51）井上章「浪ばかりこそ寄ると見えしが」考―中世におけるコソ係結法
の一側面―『佐藤喜代治教授退官記念国語学論集』桜楓社刊。
（鎌田：昭 57・２）鎌田広夫「浪ばかりこそ寄ると見えしが―天草本平家物語の場合
―」『国語研究』45 号。
８）（土井：昭 30）
９）（遠藤：昭 53・３）『天草本平家物語』おぼえがき『成城大短大部紀要』９号
10）（小島：平６）。
（30）
